
年
四
回

玩
三五

む

#
行

所 究 研 済 軽 亜 凍 諾奄 撃 晋 嘉

1̂.1√(装特融)'

I

浦
洲
経
済
建
設
詣

国
家
資
本
の
地
位

･-
-
･即
慧

三

島

恭

戟 式 弟 巻 数 箱

月五年 八 1卜 和 昭

唐
代
民
間
に
於
け
る
度
器
使
用
習
慣
の
…
･･･H
荒

土

郊

波

賀
情
'J
禰
吊
測
定
尺
の

一
案
例

南方社合の7考琴-･････…･･･-･･･-･経済学士鍵山西の土法製轡･･-･･･-････---･常研封土第

田本

大利

郎 博 貞 彦農産智攣,)満洲開拓政策の課琴-･･･-轟清華士山岡亮一支部窪紙業の調整改革･･･-……･･････-撰慧1,il堀江英一併印開税制度の意義･･･-･････････三･-･･･経済壁土河野健二

軍 費 閣 斐 有 韓 蓄

華
北
郵
政
人
畜
保
険
制
度
梗
概
･-
-
-
-･
･
-

達

筆

士

青

谷

和

夫

!
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･
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･-

堀

江

英

支

那
霊
威

業

の
調

整
政
策

叫

.]予

■

-

UL=1ノ

･
支
那
荒
瀬
米
が
わ
が
詑
頼
光
の
恐
る
べ
き
潜
在
的
競
辱
者
で
あ
る
こ
と
を
..
わ
れ
ノ
1
,-
は
巌
力

闘
か
･rv.れ
て
浄
脂-;
J
こ
の
-
と
の

虞
偶
は
と
に
か
く
と
し
て
.
.嘗
国
民
政
府
お
よ
び
支
部
荒
瀬
業
者
が
わ
が
諾
頼
業
に
追
付
き
､
こ
れ
を
追
越
す
こ
と
を
嘗
面
の
日
額

と
し
て
漕
た
こ
と
に
は
疑
な
か
ら
う
｡

か
･!
る
関
係
か
ら
'
支
那
事
饗
後
の
民
国
二
七
年

(婿
和
〓
]毒
)
四
月
'
所
謂

｢
日
支
憲
林
業
の
調
蓉
｣
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
.#

と
に
'

い
ち
は
や
-
支
部
諾
林
業
の
再
儲
戒
が
わ
が
閲
の
手
に
よ
っ
て
着
々

進
め
ら
れ
て
き
た
｡
支
部
究
林
業
の
こ
の
再
編
成
過
程

に
よ
h
tつ
く
り
出
さ
れ
た
機
構
と
そ
こ
に
聾
生
し
た
問
題
を
簡
革
に
措
き
出

す
こ
と
が
本
稿
の
意
圃
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

支
部
某
林
業
は
い
ま
や
草
初
の

｢
日
支
寛
満
業
の
調
整
｣
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
抵
臭
っ
た
視
角
か
ら
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

事
情
に
あ
る
｡
こ
の
際
'
従
来
の
支
那
寛
解
業
の
調
薬
坂
策
を
ふ
-
か
へ
つ
て
見
る
こ
と
も
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ら
,r1..

ノ

嘉

芳

策
の
調
軒
豊

竺

啓

三
三

塁

択

≡

T

支那革愛縁わが国の構成によ.:5三洋期】1r=調査が'あるが, こゝではすべで血判
の資料を利用してゐるOこゝに池-さられてゐる事茸がその後の調査と多少
喰違ってゐる場合にもIそのま､コとしたO

､



支
那
設
撤
策
の
調
整
政
策

〓

貰

覇
業

の
調
整

政
策

第
三
番

三
1
八

第
l
t耽

1二二

支
部
欝
林
業
の
従
姉
の
構
造
は
､
支
那
奇
襲
後
設
立
さ
れ
た
輩
中
hrA
耕
株
式
骨
社
に
よ
る

｢
日
夏
賢
妹
兼

の
調
整
｣
政
策
に
よ
っ

て
p
か
な
-
著
し
い
礎
化
を
と
げ
た
｡
そ
こ
で
'
わ
た
し
は
華
中
荒
瀬
食
紅
の
調
奄
政
策
を
支
部
宝
林
業
の
綻
衆
の
構
造
と
比
較
封

照
-
之
と
と

K

J

l..
･.-
.
文
部
桝純
綿
柴
の
滞
納
成
規
梓
む
め
浄
払
か
に
㌻
る
･JLLyl
I{-
る
･

-

華
中

慧
林
株
式
魯
融
の
設
立

華
中
窓
掛
株
式
脅
社
は
民
国
二
七
年

(
昭
和
H
ll.年
)
八
月

一
〇
日
設
立
を
見
た
が
'
そ
れ

に
は
若
干
の
前
史
と
も
稀
さ
る
べ
き
も
の
が
存
在
し
た
｡
そ
れ
は
同
年
四
月
二

1t
日
設
立
の
中
支
質
耕
組
合
で
あ
る
｡

E
頼

廠

の

被

書

中
文
に
お
け
る
事
襲
直
前
の
碗
廠

(揖
械
製
綿
工
場
)
数
お
よ
び
釜
敦
'
事
饗
に
よ
る
そ
の
被
害
状
態
に
つ
い
て
は
､
色
々

の
資
料

が
存
在
し
'
そ
の
正
確
た
事
情
は
判
明
し
な
い
が
'
い
蔓

三

の
香
料
か
ら
器
械
製
競
業
の
中
心
地
た
る
上
海

･
無
錫
の
被
害
状
態

む
う
か
ど

へ
ば
'
次
表
の
如
く
で
あ
る
｡

表

一

練

廠

の

政

吉

釈

放

備
考

上
海
は
華
中
雷
練
株
式
骨
杜

『
華
中
宏
練
報
』
第
1
五

班
三
五
I
三
八
東

(原
係
数
は
維
新
政
府

hl茸
業
月
刊
』
第

錫
は

≡

年
来
の
新
無
錫
』
よ
り
採
用
.



寺
サ
ー･

.

上表の示す如く'江新病省の朝敵は事饗によりその大年が破壊され蓮韓不能に陥ったのであるが'さらに頼魔を経営してゐた｢民族賓本｣の逃避によってその復膏はもとよ-未損綿減の運韓も不可能により'その諾頼光は仝-停止してしまったのである.そして'か1る林巌の破壊停止は原料生産者たる寿賀農家の経済を破壊するものであること'云ふまでもなく.そこから治安快復の障啓も生じてくる｡かくして'票頼業の復菅が焦眉の問題

となるに至ったのである｡

nE3中支慧細組合石華賢妹公司)の堅止

中立謂綿護恨背のための嘩思施設として民璽一七年竃和三年)四月二i日中支寛解組合が設立され充C

ト･

中東深耕組骨は｢日東讃湖柴ノ調痩ヲ圃ル湾中支部L･.,於ケル講絹業二開スル恒久的樫蛍網繊ノ確克スル三重ル経営組綻ノ確立スル三重リグルj･キハ事莞ヲ之二引柁ギ解散スル｣(同税的第十六憤)と云ふ中支荒秘単の篠興と11

支讃淋糞の調態とのための麿急施設であるo

ところで'この組合の事業範囲は極めて騎殻であ-'｢一彦繭其ノ他諾練塀の賓買虞理二.製綿工場の経皆三質種ノ製達及配給｣(同規約wt.霞)などの全慧舶業の道営我利を企画するもの冨つ革が.これらの事業は｢本組合ノ事業ハ別二定ムル所ニヨリ組合員二委任シテ之ヲ行7コトヲ原則トス｣(同視的第七幌)の規定の示す如

-組合員に委託され'経って中支憲林組合は一種の統制組合と見ることができよう｡

かくして'申支諾舶組合は中安濃瀞業の複層と日支慧称美の調奉のため忙中支慧林業仝鰭を統制しょうとする

支那窪競業の調整政策第三巷三1九第二娩〓l三

華中琵瓶有限公司;支那認紙器と華中讃拝観隈滑有限公司(民圃28年),
5-
11頁を主要な資料とする｡
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膝
急
施
設
と
し
て
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る
が
､
そ
の
組
合
員
兼
に
出
賓
毅
は
攻
の
如
-
で
あ
-
(同
視
的
第
三
陳
)'
組
合
員
の
青
任
は

出
賓
薪
を
限
度
と
L
t
鋭
夫
が
出
家
た
超
過
し
た
と
き
に
は
超
過
分
に
つ
き
事
業
受
託
鮎
合
点
が
責
任
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
た

(同
規
約
第
十
四
偲
Jo

7
.0
妃
(
_77
()C)○
恩

.:FrJ
lノ.｢ノ)l｢ノ

五
〇

〇

.
〇

〇

C

)

一
五

〇
'
〇
〇

〇

二
二
七
'
0
0
0

｢
oo
to
o
〇

七
五
'0
0
0

パ
令

鯉

牌
防
舷
杜
式
骨
杜

耶

盈

別

紙

株

式
竹

赦

斜
ケ
軌
跡
蘇

株

式
併

批

上

甲

信

弧

耐

菅

生

親

株

式
骨

敢

日

華

窒

蘇

株

式
骨

社

昭

柴

製

紙

株

式
骨

杜

七
L=
.C
O
O
固

ヒ
汀
'L3
0
0

jjJLs
P｢ノ).I

l
′
J/′L
l(
I

五
〇
.
D
OC)

三

七
'五

U〇

三
七
'五
〇
〇

三
七
'五
〇
〇

一一‥
井

物

産

株
式

骨

社

二
姦

商

事

株

式

骨

和

郎

ii
l
政

敵

株

試

食

融

T若
林
鮎
綿
紡
織
株
式
骨
杜

旭

シ

ル

ク
株

式

骨

社

原

合

名

株

式

骨

杜

日

本

綿

花
榛

式
骨

敢

か
く
し
て
.
中
支
若
潮
組
合
は
賛
本
金
三
､
0
0
U

O
O
O
囲
'
第

7
回
一
〇
分
の
一
棟
込

(同
規
約
第
四
低
)
で
設
立
さ
れ
た
が
､

そ
の
出
資
者
は
日
本
の
互
大
製
梯
賛
本
と
互
大
輪
出
資
本
か
ら
な
っ
て
ゐ
た
O

と
こ
ろ
で
'
中
支
質
舶
組
合
の
事
業
は
片
倉

･
郡
是

･
鐘
紡
二
二柾
で
組
粒
し
た
目
前
諾
赫
公
司
に
委
託
さ
れ
た
o
か
く
し
て
､
日

華
寛
解
公
司
は
中
安
富
鵜
組
合
の
委
託
に
塞
い
て
､
ま
づ
無
錫
の
親
臨
の
復
啓
に
従
払
､
そ
の
た
め
に
目
蓋

淋
公
司
と
支
部
側
の

輿
葦
公
司

(代
表
者
楊
高
伯
)
と
の
共
同
出
資
に
よ
り
賓
本
金
五
〇
苗
圃
の
義
民
製
氷
公
司
を
設
立
し
､
日
葺
慕
舶
公
司
は
そ
の
六
C)

%
を
現
金
出
賓
し
'
興
華
公
司
は
現
物
で
そ
の
四
〇
%
を
出
資
す
る
こ
と
1

し
.
振
整

･
振
元

･
鼎
盛

･
歪
余

･
両
輪

･
潤
庶

･
禾

豊

･
大
生

･
華
両
舷
廠
の
九
廠
妹
を
復
菅
し
'
さ
ら
に
日
華
髭
解
公
司
は
別
に
杭
州
わ
杭
州
朝
厳
を
復
啓
L
t
そ
れ
が
民
囲
二
七
年

八
月

一
〇
日
'
華
中
欝
梯
株
式
食
紅
に
事
業
を
課
渡
す
る
ま
で
忙
中
支
質
新
組
合
の
復
膏
し
た
殻
庭
は
合
計

一
〇
工
場
二
､
六
八
<

･p･レ-

■
雷
l

■

雷



専

｢
､ー

･

九
七
二
釜
に
達
し
て
ゐ
た
｡

中
支
諾
練
組
合
は
'
革
に
塵
々
遮

べ

た
や
う
に
'
麿
意
施
設
で
あ
り
'
従
っ
て
い
づ
れ
は
恒
久
的
経
営
組
織
に
敦
展
的
解
消
を
な

す
べ
き
運
命
に
あ
つ
た
が
'
そ
れ
は
早
-
同
年
八
月

l
O
目
薬
中
諾
牌
株
式
食
紅

へ
と
蔑
展
し
た
O

G

S

確
中
諾
納
株
式
食
紅

(華
中
質
碗
叩
怜
有
限
公
司
)
の
設
立

上
述
し
た
如
-
'
中
支
漂
綿
柴
は
'

一
方
で
日
本
側
の
中
支
寛
解
組
合
に
よ
っ
て
復
膏
工
作
が
進
め
ら
れ
る
と
1
も
に
'
他
方
で

は
後
述
す
る
如
-
､
上
海
租
鼎
に
逃
避
し
た

｢
民
族
資
本
｣
に
よ
る
租
界
瀕
魔
が
渓
生
し
'
こ
れ
が
第
三
圃
締
出
繭
と
結
託
し
て
日

本
側
の
窪
撃
工
作
に
封
抗
す
る
に
至
っ
た
の
で
､
日
支
合
叫
に
よ
る
支
部
籍
法
人
の
強
力
な
統
制
機
関
を
設
立
し
F
日
本

側

の

調

荘

工
作
1-ニ
張
力
な
柴
的
綻
憶
JnLJ
あ
た
へ
る
必
要
が
生
ご
た
｡

た
調

尊

の

輪
廓
は
JJ
l

に
極
め
て
明
瞭
な
か
た
ち
で
重
き
出
さ

れ
る
に
至

っ

た
c

l
､
日
支
共
同
出
資

こ
ヨ
-1
署
練
国
策
骨
徳
子
設
⊥1
Jセ
シ
メ
ル
コ
ト

二
'
同
骨
社
ノ
車
葵
業
務
子
左
/
如
ク
定
メ
'
支
那
雷
雑
業
十
雷
楕
ノ
製
造
ヨ
リ
蘭
ノ
虎
理

二
重
ル
7
デ

l
貫
シ
テ
計
蓋
的

二
統
制
緯
替
セ
シ
ェ
ル

il
ll
仙機
械
製
綿
事
業
ノ
滞
貨
'
Lqn
署
積
ノ
製
滝
配
給
t
e
77

垂
陶
ノ
新
規
利
用
三
関
ス
ル
加
工
業
'
仙
必
要
ナ
ル

土
練
ノ
貿
巽
'
LT
各
項

二
附
帯
ス
ル

事
業

三
'
岡
倉
杜
ノ
事
業
離
替
方
針
及
重
要
業
務

二
伸
テ
ハ
'
現
在
雷
局
盈
ビ
日
本
政
府
ノ
指
導
情
婦
子
徹
底
F
,ソ
メ
'
日
支
所
国
賓
緯
栄
子
シ
テ
相
魁

摩
擦
チ
生
ゼ
シ
メ
ザ
ル
如
ク
措
置
ス
ル
コ
-

3) 華中講練月別力有限公司,･前拙-lL7L,L2-41二鍔を主要資料 とするC

右
の
如
き
要
目
の
も
と
に

支
那
輩
紙
業
の
調
整
政
策

第
三
啓

三
二
1
第
二
訴

1
二
五



支
那
設
釈
業
の
調
整
政
策

第

一
年

度

第

二

年

度

帯

三

革

質

運

搾

室

数

≡
.
三
つ
O
蟹

六
'0
0
0
釜

lO'CJrJO釜
生
新
生
産
数
量

六
'六
C
O
担

1
九
'四
〇
〇
韻

三
二
p四
C
)〇
班

第
三
省

三

l≡

第
二
就

1

二
六

鮮
解
析
聖
教
貴

八
二
'0
0
C
)封

二
匹
二
.O
C
JC)班

四
C
)
E
T.
LTJ′∪
○
枇

な
る
討
寮

の
も
と
に
'

抵
貰
す
れ
ば

こ
し
､(J
C
LU令
後
転
の
討
箕
の
も
と
に
'
艮
娩
l
右

年
(昭
和
'三

年
)
八
月

7
0
円
葦
中
富
期

株
式
食
紅
が
上
縦
に
試
¥
だ
;;-
1

中
生
張
紙
甜
乍
LJ
l甥
請

.
卯
を
服
承
J

.
中
ま
祭
如
拙
一竹
拭
整
JtT

m月
-JIELで
忙
解
散
す
る
,LJ
･lL
-.

な
っ
た
｡

か
く
し
て
'
華
中
詳
細
株
式
骨
杜
は
中
麦
芽
林
業
の
全
面
的
な
道
営
･統
制
を
使
命
と
す
る

(華
中
雷
解
放
附
有
限
公
司
定
款
第
111惟
)

恒
久
的
経
営
組
織
と
し
て
出
硬
し
た
の
で
あ
る
が
'
椎
新
政
府
は
こ
の
運
営

･
統
制
に
港
的
敗
績
を
あ
た

へ
る
た
め
に
'
同
年
九
月

二
九
日
管
理
放
繭
事
業
臨
時
斬
港
を
公
布
し
て
質
種
製
造
柴

･
横
地
製
林
業

･
蘭
行
業
を
免
許
事
業
と
す
る

(同
耕
按
賄
l
催
)
JJ
1

も
に
'
同
日
華
中
賢
妹
旺
扮
有
限
公
司
規
定
を
公
布
し
て
華
中
荒
牌
株
式
食
紅
に
器
械
製
氷
業
お
よ
び
質
種
製
造
柴
の
喝
古
的
企
業

確
を
斌
輿
す
る
に
重
-
'
華
中
器
械
株
式
唐
紅
の
中
安
芸
林
業
の
全
面
的
道
瞥

･
統
制
は
こ
1
に
法
的
根
接
を
得
た
D
と
こ
ろ
で

民
園
二
八
年

(昭
和
1
四
年
)
三
月
三
(3
日
臨
時
株
主
組
骨
に
お
い
て
､
葦
中
質
耕
株
式
食
紅
の
営
業
地
域
を
中
文
よ
り
全
文
に
扶
競

す
る
こ
と
1
L

t
山
東
省
に
あ
る
日
華
興
業
株
式
食
紅
経
営
の
張
店
練
麻
を
傘
下
に
入
れ
る
に
至
っ
た
.

華
中
芳
赫
株
式
倉
社
の
資
本
金
は
は
じ
め

八
､
0
0
0
､
〇
〇
〇
嘩

そ
の
う
ち
六
､
0
0
0
へ
O
rJ
O
鳳

(中
衛
桝
込
)
は
日
本
側

さ
し
あ
た

り
中
支
質
締
開
合
が

現
金
出
香
し
t

t
l.〇
〇
〇
㌧0
0
0
囲

(全
額
耕
込
)
は
支
那
側
が
現
物
出
資
し
た
が
'

民
国
二
八

辛

(昭
和
1
四
年
)
三
月
三
〇
日
臨
時
株
主
絶
食
に
お
い
て

1
C)'0
0
C)
､
0
0
0
圃
かし
増
資
し
'

う
ち

三
､
C
)0
0
､
0
0
0
胤

(仝
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J
･

.
I
.f

l
r･
･
さ

･

･･
･i
p.･
i

t
一
事

額
排
込
)
の
う
ち
1
1'C
.C
)C)､
0
0
C
)鳳
は

甲
支
那
振
興
株
式
食
紅

･
五
､
.0
〇
〇
､〇
〇
〔し園
は

日
本
民
園
側
の
出
資
と
な
つ
だ
｡

′い
ま
そ
の
実
榎
別
資
本
構
成
を
見
れ
ば
'
攻
の
如
く
で
あ
る
.

日
本
側

製

紙

業

符

中
支
振
興
浄
杜

養

雷

祐

新

生
親
怜
山
菜
解

蓄

積

業

ST:

垂
親
問
屋
業
肴

産
業
組
合
製
繰

支
那
馴

合 現

･~l
出

計 賓 ..t~他

五
七
'五
二
二
枯

甲
し
'O
iU
つ

一

九､ロ.九三

六
'七
吏
∪

三
'五

八
L)

二
､∴
･

,
ト

J
､
ヒ
｣
､｢｣

一
ロー
コ
､1
く
.1､1ー

六
C

.

.
r
l/Y
J

二
つ

〇

.J
C

)rj

二
九
･七
み

111rj
･〇

九
･五
三
･四
1
･<

1
･
六

｢｣
.
｣
ヽ

(

lノ

四
-四

′｣
＼~ノ
.
｢ノ

"LT一
Jヽーノ
,ノ

一
〇
C
･U

か
-
し
て
.
華
甲
貰
蘇
株
式
食
紅
は
わ
が
国
の
す
べ
て
の
開
係
発
着
お
よ
び
支
那
側
製
綿
豪
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
そ
の
支

配
権
は
'
上
表
よ
-
あ
き
ら
か
な
如
く
.
わ
が
国
の
製
解
賓
本
に
蛙
ら
れ
て
ゐ
る
｡

n

調

整

形

態

華
中
貰
綿
株
式
食
紅
は
'
上
述
し
た
如
く
'
重
文
の
欝
緑
葉
の
全
面
的
道
営

･
統
制
を
使
命
と
す
る

が
.
そ
の
法
的
叔
櫨
は
民
観
二
七
年

(唱
和
二
二
年
)
九
月
二
日
維
新
政
府
の
公
布
し
た
管
理
綿
繭
事
業
臨
時
餅
法
お
よ
び
華
中
濯
採

放
扮
有
限
公
司
規
定
に
よ
-
華
中
完
頼
株
式
禽
融
に
あ
た
へ
ら
れ
た
芸
硬
教
法
柴

･
繭
朽
葉

･
券
械
製
造
蓋
の
猫
占
的
企
実
権
で
あ

-
'
そ
の
造
営
は
民
撃

1<
年

(昭
和
l
E
t年
)
lハ
月

1
三
日
興
亜
院
華
中
連
絡
部
通
牒
た
る
｢
器
舶
寄
集
統
制
三
関

ス
ル
指
導
要
領
｣

.支
那
慧
競
業
の
調
婆
政
策

第
三
巷

三二三
軍

亮

一
二
七

l

華中笠裸眼持分有限公司,前視蒜,24-128荒O6)



支
那
琵
紙
業
の
調
整
政
策

帝

三
春

三
二
E
Tr

第
二
就

.̀
二
八

に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
D

そ

こ
で
'
こ
の
通
牒
に
よ
っ
て
そ
の
調
整
形
態
を
あ
き
ら
か
に
す

る
と
1
も
に
.
そ
れ

の
錐
罪
の
形

態
と
の
相
異
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
1
す
る
o

m

貰

程

の

統

制

背
閲
蛇
炊
肘
は
器
綜
指
の
他
社
任
地
を
定
服

㌻
る
た
め
に
改
良
滞
積
政
贋
に
そ
の
貢
鮎
を
置
い
た
が
.
そ
の
た
め

l
it･.P
は
欝
種

製
造
場
の
資
格
を
規
定
L
t
賑
暦
質
種
の
検
査
市1
.
1
虞
を
確
立
し
て
優
良
欝
株
の
横
紙
を
碗
伐
す
る
と
ゝ
も
t
.
他
方
で
･Ti
査
囲
耗
掛

委
員
合
憲
淋
改
良
委
員
命
の
も
と
の
江
蘇
省
慧
柴
改
進
管
理
委
員
禽
お
よ
び
新
江
省
賓
林
統
制
委
員
合
を
し
て
芳
種
製
造
柴
者
か
ら

優
瓦
窯
種
を
燐
入
せ
し
め
､
祇
助
金
堂
父
附
し
て
安
倍
に
藁
罵
農
家
に
配
給
せ
し
め
'
改
良
欝
啓
の
普
及
を
は
か
つ
た
D
華
中
耕
諾

株
式
禽
杜
の
萎
荒
業
統
制
は
こ
の
奮
圃
民
政
府
の
買
程
統
制
形
態
を
轡

斉
し
'
さ
ら
に
前
進
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

既
に
述
べ
た
如
-
､
華
中
貰
耕
株
式
禽
社
は
芳
種
製
造
柴
の
金
華
濁
占
穂
を
蹴
興
さ
れ
て
ゐ
る
が
､
前
掲
通
牒
は
そ
の
運
営
方
法

帯

締
業
統

制

固

解

之

二

(苫
穂
)

告知欝億敏畳

,L.E_a,堅･空撃竺

幹

事

塵

=
山

盛

参

3

#

‖

合
作

社
目

し

畿
墾
富

)
‥

1
華

甲
裳
緒

･･二
∴

,
を
攻
の
如
-
規
定
し
て
ゐ
る
｡

｢
中
支
那
方
面

二
於
テ
配
給
統
制
ヲ
要

ス
ル
芳
擾

ハ

凡
テ
華
中
荒
締
株
式
食
紅
ヲ
シ
テ
準
備

セ
シ
メ
ル
モ

ノ
ト
ス
之
ガ
濡
華
中
荒
瀬

ハ
妖
有
ノ
質
種
製
法
業
者

ノ
製
造

二
係
ル
慧
荏
ノ
凡
テ
ヲ
収
買

シ
又
ハ
質
種
製

造
共
著

二
委
託
製
造
ヲ
篤
サ
シ
メ
以
テ
講
壇
ノ
数
量

偵
格
及
配
給

ノ
統
制

二
賛

ス
ル
モ
ノ
･L
ス



瀧

都

電

嘗

嘗

サ

j

豪

･
･

,･i

一一1
tt■
T

A
-

其
J
要
領
ヲ
糊
解

1,l
ハ
慧
輔
繋
統
制
圏
準

.7山二
ノ

如
､こ

か
-
し
て
'
輩
中
諾
舶
株
式
食
紅
は
そ
れ
に
斌
興
さ
れ
た
企
半
濁
占
椎
に
基
き
'
江
蘇
省
で
二
､
二
ハ
三
､
0
0
0
枚
の
製
法
能
力

あ
る
九
五
の
慧
榎
製
造
場
､
漸
江
省
で

一
三

1
二
､
0
0
〇
枚
の
製
造
能
力
あ
る
三
四
の
質
種
製
造
場
'
合
計
三

三
七
六
へ
0
0
0

の
製
造
能
力
あ
る

一
二
九
の
諾
撞
製
造
場
の
営
業
免
許
を
得
た
が
'
然
し
白
ら
諾
梶
を
製
造
す
る
の
で
な
-
'
こ
れ
ら
の
慧
種
製
造

場
の
製
達
に
係
る
荒
種
藍

見
上
げ
ま
た
委
託
製
造
せ
し
め
て
'
こ
れ
を
萎
荒
農
家
に
配
給
し
'
そ
れ
に
よ
っ
て
蕃
薫
糞
を
統
制
し
ょ

う
と
し
た
の
で
あ
-
'
従
っ
て
そ
の
形
態
は
営
団

声
政
府
の
方
式
の
旗
充

･
強
化
卓
IHI
へ
る
で
あ
ら
う
O

m
藁

=而

D

統

削

ーL
ーh
■
′
(

二′
一■r

P
LL7J.b
ま
'
若
緬
ま
両
守
と
泊
T
t.L
L文
等
さ
㌦
N,,.
D

u
l/系
一̀t/
.JH

'̂LL
Jt,1rF
茸
ミ
ヒq
]丁
′
.一乙
各
耳
/
｢
,TT,千
/､

1
:
lた
更
ttrrd
ニ
トFF
一丁
′
一

貸
借
㌢

維
行
-
硝
化
･泣
伏

∴
凹
J硬1)h
詑
た
は
嘩
EIに
譜
託
し
て
(e･l雌
).
淳
謂
濃
禄
か
ら
畔
購
放
牧
謂
し
純
行
で
紐
摘
し
た
が
'
-ij

の
場
合

租
行
が
最
も

多
か

つ
た
と

構
さ
れ
る
｡

華
中
荒
練
株
式
食
紅
の
繭
行
業
碍
占
確
の
道
営
に
つ
き
衝
摘
通
牒
は
次
の
如
-
規
定
し
て
ゐ
る
.

.
｢
中
支
方
面

二
於
テ
産
出
ス
ル
繭

ハ
凡
テ
維
新
政
府
章
票
都
南
債
評
定
委
貞
禽

三
諮
り
政
府
ガ
公
定
シ
タ
ル
償
格
ヲ
以
テ

1
千

1一

章
中
質
細
枠
武
舎
社
ヲ
シ
テ
買
付
ケ
セ
シ
メ
産
繭
ノ
数
量
'
債
格
及
配
給
ノ
統
制

二
賓
セ
ム
'
但
シ
治
安
関
係
其
他
地
方
ノ
状
況

二
依
り
華
中
諾
頒

三
於
テ
買
付
シ
得
ザ
ル
モ
ノ
ハ
底
練
絹
工
場
其
他
特
定
ノ
者
ヲ
定
メ
華
中
慧
淋
ガ
免
許
ヲ
受
ケ
タ
ル
繭
行
中
ノ

J

未
契
約
ノ
モ
ノ
又

ハ
契
約
済
ナ
ル
モ
未
営
業
ノ
モ
ノ

ニ
封
シ
華
中
農
林
ノ
名

Lt
於
テ
委
託
買
付
ヲ
馬
サ
シ
メ
其
繭
ノ
搬
出
許
可
等

モ
統

l
的

二
華
中
荒
淋
ノ
名

二
於
テ
之
ヲ
受
ケ
蘭
ノ
数
量
統
制

二
着

シ
一
面
統
制
圏
外

二
在
リ
テ
巧
妙
ナ
ル
手
段
ヲ
弄

シ
上
海
方

支
那
認
頼
莱

り
調
整
政
策

第
三
番

三
二
五

第

二
班

〓
1九

雫中濃祈股紛有限公司;華甲許新制坂祝 (民国28年 3月),5-14頁参照O
その後多少の廼動ありD
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支
部
露
簸
集
の
調
整
政
策

面
tl

移
行

セ
ン
･L
ス
ル
繭
ヲ
未
然

Lt
防
止
七
､ソ

ム
O

今

其
ノ
要
領
ヲ
園
解

セ
バ
欝
緑
葉
統
制
固
解
之

一
ノ
如
シ
｣

認

縦

貫

統

制

即

僻

ナ
二

､

LPn

第
三
巻

三
二
六

第
二
耽

二
170

爵

‥酎
㌣
I
I

苦

雷

描

t)L竿

叫

--"--I-IIT 触
記帳改造費 FJP
【告知家庭′ト__________ ｣筑喜

･.

特
定
株
撤

;I

rr
揮

1

:I.i.訂

針

華
中
玄
碑
林
式
食
紅
は
江
蘇
省
で
二

1
二
､
二
八
〇
粗
の
収

(鮮
)
繭
能
力
あ
る
二

一
四
の
繭
行
'
漸
江
省
で

1
五
九
へ
四
〇
〇
粗
の

収
繭
能
力
あ
る

一
〇
〇
の
繭
行
､

合
計
三
七

一
'
六
八
〇
粗
の
牧
繭
能
力
あ
る

三

l
四
の
髄
行
の
皆
業
免
許
を
得
て
ゐ
る
が
､
そ
の

替
柴
免
許
の
意
味
は
華
中
荒
瀬
株
式
食
紅
が
繭
行
の
猫
占
的
排
他
的
利
用
権
を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
､
こ
の
利
用
権
に

ょ
っ
て
租
界
棟
廠
の
隈
料
基
礎
を
速
野

レ
二

咋
中
層
頼
株
式
脅
社
の
統
制
圏
外
に
立
つ
胡
麻
の
成
立
を
妨
げ
､
ヰ
↑た
こ
れ
を
そ
の
傘

下
に
牧
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
｡
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.

･
･
.∴

･
-
･

-
‥

皆
糞
免
許
の
か
1

る
性
質
上
'
華
中
諾
練
株
式
骨
社
は
'
そ
の
免
許
行
を
直
営
す
る
と
は
限
ら
ず
'
従
帝
の
形
式
を
蹄
要
し
て
お

る
｡
た
と
へ
ば
､
民
醸
二
九
年

(昭
和
一
五
年
)
四
月
末
の
契
約
円
諸
は

直
皆

(
白
布
･相
蛙
)

旬
供

(
包
交
含
む
)

包
収計

二
1
行

八
一
γ

四
三
九
″

五
四
一
〃

で
あ
-
､
事
産
前
と
異
-
包
牧
が
歴
倒
的
た
此
重
を
示
し
て
眉
-
..
治
安
関
係
の
不
良
が
う
か
ゞ
は
れ
る
O
余
繭
商
を
通
す
る
乾
繭

卯月
付
は
淡
理
上
存
在
し
得
な
い
背
で
あ
る
が
､
詩
経
前
に
比
し
減
少
し
つ
1

も
な
ほ
か
壮
-
存
在
す
る
o

現

地

買

旬

コi･Y
刃判

二

二

i1

二
へ
､
{
コ
コ
判
.

民

国

二

八

年

九
i
.〇
〇
〇
γ

乾

蘭

買

付

≡
､LF]･1.〇
四

JtJ･刀
∪

〃

′乍

季El

mト二
三
-刀

L
封
.

九
二
七
九
〇
〃

か
く
し
て
'

事
壁
後
輩
中
震
綿
株
式
禽
敵
に
関
す
る
限
り
'
魚
南
面
を
通
す
る
乾
繭
買
付
が
減
少
し
て
現
地
買
付
が
増
大
し
た
が
'

そ
の
現
地
買
付
は
大
部
分
包
収
に
よ
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
う
か
1
わ
れ
る
｡

然
し
こ
れ
に
よ
っ
て
速
断
し
て
は
な
ら
な
い
C
華
中
芳
棟
株
式
食
紅
が
包
供
ま
た
は
包
収
契
約
を
結
ん
で
ゐ
る
相
手
方
は
多
-
前

行
主
で
は
な
く
類
役
た
る
繭
商
人
で
あ
る
.

た
と
へ
ば
民
国
三
〇
年

晶

和
二
ハ
年
)
帝
華
中
荒
紳
株
式
食
紅
無
錫
支
店
は
三
1
名
と

契
約
し
て
を
り
'
そ
の
契
約
繭
行
数
は

l
七
七
に
達
し
て
ゐ
る
が
､
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
繭
行
利
用
方
法
が
華
中
諾
赫
株
式
骨
社
と

繭
商
人
と
の
包
供
ま
た
は
包
収
契
約
お
よ
び
繭
商
人
と
繭
行
と
の
租
行

･
包
収
契
約
の
二
重
契
約
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
即
し
て
ゐ

支
那
窓
親
米
の
調
整
政
策

第
三
塔

三
二
七

第

二
銑

二
三

華中漕練股扮有限公司;華中箆糸 娘,第6銑15頁O
華中護耗股肘有限公司;帝 q=L珊娩軌 非14既18-19頁C



支那琵綿策の調整政策第二春三二八撃豪二二二

るOか1る二重契約は､農村に蜂居する遊撃険または匪賊と連絡をつけうる著のみが繭行を利用しうるといふ事情から生じたものである｡かくして'同1名稀でも雷撃肌と著し-その内容を異にしてゐることを知らぬばなら

,＼O
i:uレ

/｢L.hb一･1TJ一.ーヽIJLlugハUTTTTJLノへ一⊥TJノ.=リ]L＼.Hlrリノ,yr｢リ.‖-一l＼トMlrTが搾rTlは讐諜苛に詐置TUか賓諜J;]7i7Tiirt牢等U長長とL･im慕正肺′判TtL桓Lut正.if=J偵Lヱ-.カブ正.Jl作,rtJノ.覇T.荒新例≡<･興部院そG.些ニスカら嘩撒ru･釘三顧作.TuI安寧月掛カキ仁倍率を軒先すJLidijりて水力レカ托して賀先されるかは明かでないOかりにこの棟準繭債が公jEであるにしても'上述の如き二重契約による繭行利用や遊畢値域における種々の課税のため､ワでj･1が責苛豊泉にヰ毒凄するときには､それが遠かに低-なってゐることだけ

は断言できよう｡

m生綿の統制

従乗の支部製綿崇は維願所有者と耕応経営者と金蔵商と外人輸出商(および翼桝的賛木)とから構成されてゐた｡
1殿的に云ふならば'綜廠経営者は壁紙朗有者から林庭を賃借し'まづ将来生産さるべき生瀬を外人輸出商に党費Ltそれから粂南西から乾蘭藍邑付け操業するのが通例であった.か-製綿業者が固定資本を所有しないこと

は'企発の永績性･経営の特績性を態夫せしめ'窪葦官本としての自立性を夫はしめる貢要な要因であった｡

華中荒総枠武舎社は支那側の現物出賓と製練資本を棺軸とする日本側の現金出資とからなって居-'その出費釦においてか1る前期性を克服した近代的資本であ-.歪められた形ではあるが'前述した如き現地買付にその

原料基礎を求めたのはこれがためであらう｡



寺

p
･

華
中
諾
林
株
式
禽
社
は
器
械
製
米
菓
の
響

口
的
企
実
権
を
斌
興
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
前
記
遺
構
は
こ
れ
に
つ
き
次

の如
-
述
べ
て
ゐ

罰

蘇

累

代
仙
叫
山
門=
解

二
1
l
(製
謙

)

!L･Z
屡

製

綿
ノ
.

蒜

JGCj
l･砕

禦
稗

貫

化

＼-

●
藩

ダ

朔生
締

卑

＼凄

埠

流
入

､

る
C

｢
中
支
部
地
方

三
於
ケ
ル
機
械
製
綿
柴

ハ
凡
テ
華
中
詔
棟
ヲ

シ
テ
統
制
経
営
セ
シ
メ

一
手
三

生
瀬
ノ
販
責
ヲ
薦
サ
シ
ム
ル

モ
ノ
ト
ス
､
侶
シ
塵
繰
湖
工
場
及
上
海
市
円
ノ
製
加
工
場

.rl.

シ
テ
遠
雷
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
指
定
数
量
ヲ
限
度
ト
シ
テ
華
中
慧

細
ノ
原
料
嫡
ノ
一
部
ヲ
配
給
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

今
其
ノ
要
領
プ
園
解

セ
ハ
荒
瀬
業
統
制
園
解
之

三
ノ
如

ノC,

Jゝ
til!溺
州仰
山K
riは
二
/
二

S
Tluq.EfrIカ
qrilJrbh打
て
一㌦=
-V

〟ヌ
1
陀
亡功
J虞
萎
小肝
.
出
二
刀
虫
小成
tilナ勺
′召
つは
罰
宏
HJd
か
SV
I刀

tY
b
l憎
的山下
胡
肝‥陀
W

中
荒
瀬
株
式
骨
錐
免
許
繭
行
で
華
中
貰
新
株
式
食
紅
の
名
義
で
買
付

･
接
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
､
そ
の
生
林
は
稚
通
解
以
外
の
締
出

綿
は
華
中
荒
瀬
株
式
食
紅
に
嬰
貿
1t)れ
ね
ば
な
ら
な
い
.
か
く
し
て
原
料
繭
の
遮
断
に
よ
っ
て
租
界
締
蔽
存
在
の
根
蟻
を
失
ふ
と
JJ

も
に
'
豪
産
製
耕

･
特
定
耕
廠
の
原
料
蘭
を
華
中
完
淋
株
式
脅
社
の
統
制
下
に
納
め
る
,LJ
･,J
に
よ
っ
て
生
瀬
の
販
東
故
紙
刺
し
､
そ

れ
と
第
三
国
輸
出
商
と
の
関
係
を
遮
断
し
よ
う
と
し
た
｡
第
二
に
ー
華
中
冨
細
株
式
合
社
は
器
械
製
湖
巣
を
濁
占
的
に
経
営
す
る
と

ゝ

も
に
'
土
綿
を
除
い
だ
全
輸
出
練
を
そ
の
統
制
下
に
約
め
､
第
三
囲
系
資
本
を
諾
淋
業
か
ら
完
全
に
排
除
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ

る
｡

支
那
謡
林
業
の
調
整
政
策

第
三
番

三
二
九

第
二
批

二
三

二



支
那
賓
親
米
の
調
整
政
策

.

第
三
番

三
三
〇

第

二
班

f
三
四

以
上
の
形
態
に
ょ
つ
て
'
重
安
と
く
に
中
立
の
全
霊
解
禁
に
封
す
る
峯
中
貰
練
株
式
禽
杜
の
橘
占
的
統
制
粗
放
は
か

た
ち
の
う
へ

で
は
完
成
し
た
e
そ
こ
で
'
つ
ぎ
に
は
こ
の
統
制
組
織
そ
の
も
の
･･･も
つ
内
的
矛
盾
を
あ
き
ら
か
忙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
C

三

調
整
政
策

の
浸
透
と

反
横

-

鄭
抗
質
素
教
生
の
･税
政

中
支
苦
新
組
合
お
よ
び
寒
中
究
新
株
式
骨
和
に
よ
る
中
立
荒
瀬
梨
復
繋
工
作
は
封
抗
要
論
を
我

生
せ
し
む
べ
き
充
分
の
根
接
を
も
っ
て
ゐ
た
.

上
述
し
た
調
整
政
策
は
'
華
中
慕
耕
株
式
舎
社
が
慧
榎
製
造
業

･
繭
行
巣
の
喝
占
的
企
業
樺
を
も
ち
､
原
料
基
礎
の
側
面
か
ら
封

抗
要
素
の
教
生
を
防
止
す
る
と
･,
も
に

自
ら
企
巣
猫
占
権
を
も
つ
器
械
製
総
菜
の
原
料
基
礎
を
確
保
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
｡
然
し
と
の
調
塾
政
策
が
完
全
に
成
功
を
納
め
る
た
め
に
は
､
中
安
全
鱒
の
蘭
の
生
産
お
よ
び
流
通
､
さ
ら
に
は
輪
出
生
柵
の
流

通
を
そ
の
統
制
下
に
置
き
う
る
が
如
き
治
安
関
係
の
確
立
を
根
本
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
'
治
安
の
惑
い
農
村
と
孝

二
園
系
の

資
本
の
掠
鮎
を
も
つ
支
部
で
か
1
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
時
期
侍
早
で
あ
っ
た
｡
華
中
憲
練
株
式
食
紅
が
営
業
免
許
を
得
た
荒

種
製
近
場
や
繭
行
で
さ
へ
'
そ
れ
が
委
託
製
造
や
二
軍
契
約
に
よ
る
買
付
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
限
-
､
そ
こ
で
製
造
さ
れ
た
慧
種

や
買
付
け
ら
れ
た
原
料
繭
が
統
制
圏
外
に
逃
れ
る
こ
と
は
充
分
あ
-
う
る
こ
と
で
あ
る
.一
調
教
政
策
の
末
浸
透
'
そ
こ
か
ら
封
杭
要

素
が
教
生
す
る
徐
地
が
で
て
-
る
.

と
L
)ろ
で
.
既
に
述
べ
た
如
く
中
麦
の
驚
朝
業
は
支
那
事
饗
に
よ
っ
て
完
全
に
停
止
す
る
に
至
っ
た
が
'
中
支
慧
耕
組
合
お
よ
び

華
中
鷲
締
株
式
骨
杜
に
よ
っ
て
循
背
さ
れ
た
瀬
麻
は
事
壁
直
前
に
比
較
す
れ
ば
'
次
表
の
如
-
.
ま
だ
-

著
し
J
劣
っ
て
ゐ
る
o



民

国

二

五

年

民
国
二
七
年
七
月

民
国
二
七
年
八
月

属
国
三
〇
年
七
月

一

二

〃

○'〇六二
釜

二二ハ
二
葉

三

四

一
二
γ

三
､
五
八
八
〝

二
'九
八
〇

〝

六 七 二二 匹】
〝 〝 γ 層

己
七
敬

二

票
七
八
七
釜

二
'三
七
七
寮

一〇
〝

二
'
八
七
二
〝

山七
〝

五
'
七
六
四
〟

1
).
1ハ
一
大
〟

Jl

二
〇

〝

六
tO
U
六
〟

･･
-JI;～l一

江
折
柄
省
箱
根
積
雪
状
態

備
考

属
国
二
五
年
は
華
中
雷
頼
朝
第

二
rl]
紙
三

1
頁
よ
-
I
そ
の
他
は
華
中
署
練
社
報
撃

二
･
四
雛
お
rL

tTj
華
中
哲
也鵜
よ
-
採
用

真
部
頚
轡
は
締
滴
を
破
壌
し
た
ほ
ど
責
苛
林
を
破
壊
し
な
か
つ
た
と
解
さ
れ
て
ゐ
る
o
支
那
等
饗
に
ょ
る
舶
慶
蔀
の
増
減
を
正
確

に
示
す
係
激
怒
こ
-
に
掴
げ
る
わ
け
に
ゆ
か
た
い
が
'
そ
れ
が
÷
東

ほ
ど
摘
心
し
か
㌫

つ
た
-
.と
は
上
梅
牡
榔
輸
出
欺
最
の
竹
城
に

よ
っ
て
噸
々

判
断
し
う
る
で
あ
ら
う
O

事
壁
五
ケ
年
平
均

属

国

二

六

年

属

国

二

七

年

三
七
'
0
0
0
担

三
七
､
六
二
八
″

二
五
'
五
八
五
″

民

国

二

八

年

民

国

二

九

年

六
七
'
1
六
七
担

五
六
'
八
八
五
ソ

か
-
の
如
く
'

斡
山
瀬
借
上
-
に
よ
っ
て
囲
用
瀬
が
輸
出
湖
に
韓
向
し
た
事
情
が
あ
る
に
し
て
も
'
亨
琴
後
の
上
緯
生
が
輸
出
数

量
仕
事
饗
前
に
此
し
著
し
く
増
大
し
居
-
'
こ
の
こ
と
は
原
料
繭
の
生
産
数
量
が
支
那
事
琴
に
よ
っ
て
減
少
せ
雪

寧
ろ
増
大
し
た

こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
｡

原
料
繭
の
生
産
が
寧
ろ
増
大
す
る
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
､
中
支
質
耕
組
合
お
よ
び
華
中
慧
赫
株
式
骨
社
の
赫
廠
復
嘗
工
作
が
事
轡

支
那
諾
頼
光
の
調
整
政
策

第
三
番

三
三
1

第

二
放

1
三
五



Il
l

E]

支
那
課
輪
業
の
詞
牢
政
策

第
三
啓

三
]11二

第

二
就

7三
大

直
前
状
態
よ
-
造
か
に
低
位
に
あ
る
と
す
れ
ば
､
原
料
繭
が
さ
き
に
述
べ
た
如
き
調
整

糠
樺
の
間
隙
を
経
っ

て
統
卸
圏

外
に
逃
れ
だ

す
の
に
不
思
議
は
な
い
｡

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
.
支
那
事
変
以
来
生
媒
憤
格
は
著
し
い
上
昇
傾
向
堅
不
し
て
ゐ
た
O
た
と
へ
ぼ
'
劉
大
金
氏
に
ょ
れ
ば
､

脇
鮒

一
経
常
り
J]
嫡
輸
出
傾
梓
は
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

民
懐

こ

1j
嘩

荘
怖
竹
山
慣
柏

七

｣
二
･
六
七
:E･1.

武

威
I
=

⊥＼
小r

J

i
l
"
二
]11
-

虎
朗

二

七

年

カ

ニ
二
･五
三

〝

市
場
偶
格

′

｢ユrノ
.-て
｢エ
り

1
二

四
三
･三
三
〝

か
1
る
淋
慣
上
昇
傾
向
が
統
制
外
頼
厳
を
鼓
生
せ
し

め
る

誘
因
と
な
つ
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
か
ら
う
.

上
述
し
た
如
く
'
中
支
質
抹
組
合
お
よ
び
華
中
冨
総
株
式
倉
杜
の
調
整
機
構
が
農
村
治
安
関
係
お
よ
び
上
海
租
界
の
た
め
充
分
中

安
富
脱
糞
に
浸
透
す
る

)̂
と
が
で
き
ず
､
そ
こ
に
統
制
の
間
隙
が
充
分
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
､
そ
の
後
営
林
麻
が
原
料
離
散
充
分
滑
化

で
き
ず
過
剰
繭
が
存
在
し
.
し
か
も
細
債
上
昇
傾
向
が
製
林
業
軽
属
を
極
め
て
有
利
な
事
業
た
ら
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
.
か

1
る
事
情
は
互
に
粕
保
っ
て
統
制
圏
外
に
立
つ
封
抗
要
素
を
成
立
せ
し
め
る
に
至
っ
た
o

E

封
抗
維
雁
の
盛
衰

か
1
る
調
整
政
策
の
圏
外
に
立
つ
封
抗
赫
廠
と
し
て
は
'
租
界
赫
厳
と
小
型
製
錬
ま
た
は
家
庭
製
麻

と
の
二
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
1
で
は
'
ま
づ
こ
れ
ら
の
具
鰹
的
事
情
を
述
べ
､
つ
い
で
こ
れ
ら
の
調
奄
政
策
撹
乱
作
用

を
述
べ
る
こ
と
1
す
る
｡

E

租

界

綜

戚

′

支
部
事
蟹
に

よ

っ

て

中
支
線
麻
の
大
半
は
砿
褒
さ
れ
､
破
壊
を
免
れ
た
も
の
も
上
海
租
界
へ
の
資
本
逃
避
に
よ
っ
て
操
業
は
停
止

D.I(.Lieu;TheSilkIndustryofChina,1940.P.2136.ll)
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(

田

さ
れ
た
O
か
く
の
如
-
､
上
海
租
界

へ
逃
避
し
た
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
資
本
は
い
づ
れ
か
に
投
賓

ロ
を
求
め
て
焦
慮
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
が
.
毎

恰
も
上
述
の
如
-
原
料
繭
は
充
満
し
て
居
-
'

し
か
も
練
債
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
､
民
国
二
七
年

(昭
和

二
二
年
)
春

以
来
こ
れ
ら
の
逃
避
資
本
は
締
戚
経
営
に
集
中
し
'
こ
ゝ
に
租
界
瀬
瀬
が
簾
生
し
た
の
で
あ
る
.
租
界
耕
麻

の
も
つ
か
1

る
性
質
上

そ
れ
は
｢

八

佃
月
微
麻
酔
法
｣
の
示
す
如
く
'
投
機
的
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
'
そ
の
勢
力
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ

る
も
の
が

あ

つ
ね

｡.

い

ま
そ

の
壁

表
を
示

せ
ば
'
攻
の
通
り
で
あ
る
O

表

監

視

昇

給

頗

盛

衰

雷

二

七
年

十

1.
月

竺

一
遍

三

･
七

六

二

蟹
E
建
設
中

一
六
廠

托

朗
L大
坪
八
月

二

ハ

ロ

ス

″

六

t

E
i七

〝
E
休

栄

二

風

脚
二
九

坤丁二
月

一

,
〃

E
U
(
″
一

工

合

一
て
二
1
八
蛋

〓
三

敷

瓦
.
九

.〇
九
〃

p
T
.
ノ

上

､

備
考

華
中

廼碗報
第

一
井
波
三
九
-
四
四
頁
よ
-
抹
用
｡

上
表
に
よ
れ
ば
'

所
謂
租
界
締
臆
は
民
璽

石

年

(昭
和
三

年
)
春
か
ら
族
生
し
て
民
閥
二
八
年

(昭
和
竜

年
)
秋
に
最
も
多
く

な
り
'
そ
の
林
慮
教
お
よ
び
釜
敏
ぽ
華
中
題
瀬
林
式
食
紅
の
そ
れ
を
逓
か
に
凄
い
だ
が
.

民
璽

一九
年

(昭
和
妄

年
)
に
は
殆
ん
ど

そ
の
跡
を
断
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
O

租
界
淋
戚
の
か
1
る
盛
衰
は
専
ら
原
料
繭
獲
得
に
基
-
｡
即
ち

(

1

)

民
図
二
七
年
春
か
ら
二
八
年
秋
ま
で
は
'
原
料
繭
は
尊
ら
わ
が
占
領
地
た
る
江
新
開
省
か
ら
運
ば
れ
て
ゐ
た
｡

(

二)
民
国
二
九
年
に
入

り
､
わ
が
占
領
地
か
ら
す
る
上
海
租
界

へ
の
物
資
搬
入
の
制
限
､
所
謂
租
界
封
鎖
政
策
が
張
化
さ
れ
る

-

支
那
琵
紙
業
の
調
整
政
策

▲
第
三
番

三
三
三

第

二
雛

7
三
七

撹承緒編 ･.経済研究,第 1馨第 91tEL,1写0--121頁o12)



卓

･-

支
那
謡
緯
業
の
調
噂
政
缶

第

三
啓

三
ニ
ー.E
T

第

二
洗

二
二
八

に
及
び
'
未
占
領
地
た
る
新
案
地
方
と
-
に
寧
波
方
面
か
ら
運
ば
れ
た
O
彼
等
は
物
購
統

制
委
員
骨
を
組
織

し
､
こ
の
委
貞
骨
が
耕

庭
か
ら
所
要
量
の
繭
代
金
を
集
め
て
購
繭
し
､
こ
れ
を
代
金
簡
約
者
に
配
給
す
る
に
至
っ
た
.
然
し
原
料
繭
を
充
分
確
保
す
る
と
と

が
で
き
ず
､
こ
･
,
に
租
界
船
舷
の
存
在
基
礎
が
危
殆
に
瀬
し
た
.

(
三
)

児
閲
二

九
年
九
月
以
降
租
鼎
綿
臓
の
唯

一
の
原
料
基
地
串
淡
方
面
が
わ
が
笠
に
占
領
さ
れ
る
に
吏
つ
.i-･'
fY
だ
原
料
基
礎

川

t!
Y稔

J

飯

山虹糾
小iiT)
こ

ノ
..J
つ
LE
O

-･-
フフ
′
･rTt
nE-
1rlU月｢
)
Il
l..
J
フ

か
-
し
て
.
諜

h
LJ
甥
村
甥
誰
た
る
卿
粗
相
賊
は
わ
が
租
鼎
湘
組
政
策
に
よ
っ
L
'庶
刑
基
礎
恕
艇
断
7･iu
れ
た
1
･

め
に
'
民
国
二
九

辛

(昭
和
l
五
年
)
そ
の
短
き
生
涯
を
経
っ
た
の
で
あ
る
が
'

そ
れ
は
聾
中
質
淋
株
式
骨
杜
の
調
皐
政
策
の
浸
透
を

何
等
意
味
す
る
も

の
で
な
い
.
華
中
諾
淋
株
式
食
紅
の
復
管
網
麻
は
産
繭
を
消
化
し
き
れ
ず
'
産
繭
が
統
制
外
に
流
れ
出
す
ル
ー
ト
は
碓
前
通
り
硬
さ

れ
て
居
-
､
し
か
も
淋
債
は
法
幣
低
落
と
絡
み
合
っ
て
益
々
著
し
い
上
昇
傾
向
を
辿
っ
て
ゐ
る
限
り
'
租
界
耕
厳
の
覆
滅
は
何
等
問

題
の
解
決
を
意
味
せ
ず
'
臭
っ
た
形
態
で
新
し
い
問
題
を
披
起
せ
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
G
そ
し
て
i
こ
の
新
し
い
封
抗
要
素
が
小
型

製
淋
ま
た
は
家
庭
製
細
と
稲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
.

川

豪

産

製

綿

家庭
製
錬
は
民
国
二
八
年

(昭
利
1
四
年
)
春
頃
か
ら
族
生
し
始
め
.

同
年
八
月
頃
に
は
無
錫
地
方
を
中
心
と
す
る
も
の
だ
け
で
登

記

l
八
八
工
場
二
,
六
〇
1
笥

未
管
記
略
三

へ
0
0
0
釜
'
合
計
ニ
〓
ハ
0
0
0
登

別
後
に
な
J
.
さ
ら
に
展
開
二
九
年

(昭
竺

=

五
年
)
八
月
頃
に
は
約

九
､
七
〇
〇
釜
に
達
し
､
華

中
荒
瀬
株
式
食
紅
統
制

外
の
最
大
の
封
抗
要
素
と
な
る
に
至
っ
た
.

そ
こ
で
'
こ
れ
を
取
締
る
た
め
に
菅
黄
部
管
理
手
工
製
綿
業
耕
法
を
民
国
二
八
辛

(暗
部
1
四
年
)
.!E
月

1
五
日
公
布
し
て
'

そ
の

第
四
候
で
攻
の
如
-
規
定
し
た
｡

13) 夢中筆耕月那分有限/LL.t司;革中腰妹朝,第15戟441-45胤,
14) 華中恋糸紬望月分有隈公司;華中整締和:戟,第3既 1茸〔亡.
15) 華中霊泉納受胎有限公司;華中琵綿報,第 7戟 9]貢o



手
H
製
林
業
ノ
設
備
ガ
二
C
)釜
以
上
こ
チ
左
記
ノ
項
DIE
ニ
該
嘗
ス
ル
モ
ノ
ハ
手
工
製
解
兼
卜
託
メ
ズ

1
'
二
釜
以
上
連
結
ノ
動
力
ア
ル
モ
ノ

二
'
ス
チ
ー
ム
婆
僅
ア
ル
モ
ノ

三
'

一
筆
二
緒
ノ
純
耕
設
備
ア
ル
モ
ノ

四
r
ケ
ン
ネ
ル
式
共
黙
式
及
類
似
ノ
構
造

チ設
備
ス
ル
モ
ノ

か
-
し
て
'

こ
の
耕
法
は
二
〇
釜
以
内

の
器
械
製
綿
業
を
許
容
し
た
の
で
あ
る
が
'
さ
ら
に
民
囲
二
九
年
(磁
和
一
五
年
)七
月
公
布

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

さ
れ
た
エ
商
部
管
理
小
型
製
頗
工
場
智
行
規
郷
は

｢
凡
ソ
小
規
模
梨
郷
工
場
ノ
設
備

ハ
書
式
木
畢
ヲ
以
テ
主
-
ナ

ス
ク
-,生
産
ノ
相

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

加
及
ビ
製
品
改
良
J
タ
メ機
械
ヲ
珠
用
T(ル
コト
ヲ
得'
催
,ン
毎

一
工
場
ノ
設
備

ハ
エ
+
釜
ヲ
起

ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
｣
へ第
四
陳
)
と

規
定
し
て
二
〇
雀
以
円
の
器
械
製
瀬
蔦
を
認
め
､
た
ゞ
百

十

鳩
或

ハ
二
人
以
上
ノ
令
硫
綬
昔

二
ナ
ル
小
呪
隙
梨
楳
L
T場

ハ
同
時

三

個
以
上
ノ
小
現
株
雛
繍
工
場
ヲ

離

僚

h

'叱

H,
ト
デ
梓
ズ

功
.:二

川

J
陣
諜
譜
-
｡=
作
乃
Hil
ハ
同
装
着
/
工
場
..
遠
提
婚
'1
L設
備
Th

l
-
_
一･-I

-
I-.
■

使
用
ス
ル
n
ト
ヲ
得
ズ
｣
(第
六
懐

)
及
び
｢

各
日

ノ
小
規
模
製
耕
工
場
ノ
金
牌
ノ
室
数

ハ
本
省
市
所
有
ノ
大
鶴
横
梨
聯
工
場
ノ
釜
教

紙
数
ヲ
超

ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
｣
(第
七
傭
)
の
制
限
あ
る
に
す
ぎ
太
い
｡

ヽ

か
-
し
て
.
家
慶
製
瀬
と
は
二
〇
釜
未
満
の
座
繰
ま
た
は
器
械
製
麻
工
場
を
指
す
の
で
あ
る
が
'
帝
摘
智
行
規
則
が
曙
示
す
る
や

う
g
H
O
釜
以
上
の
繰
淋
器
を
同

7
工
場
内
に
傍

へ
名
義
上
二
〇
釜
未
満
に
分
割
せ
る
も
の
や
同

7
人
が
名
義
を
か

へ
て
数
個
の
二

〇
釜
未
満
の
工
場
を
審
営
す
る
も
の
が
多
く
'
賛
質
上
は
二
〇
釜
を
遥
か
に
悲

へ
た
器
械
製
絹
業
が
多
く
'

わ
た
し
が
民
国
三
〇
年

(昭
和
〓
ハ
年
)
真
申
支
を
親
桑
し
た
折
に
も
.
か
1
る
も
の
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
.

]り

単
底
圃
二
六
年

(昭
利
l
四
年
)
六
月
八
日
輿
望
院
華
中
連
絡
部
通
牒
座
絶
連
綿
工
学

こ
開
ス
ル
鹿
賀
要
衝
は

｢犀
繰
耕
工
湯
ハ
二
十
釜
以
内
ニ
シ

テ
動
力
チ
使
用
セ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
操
業
チ
認
メ
ル
コ
ト
｣
と
規
定
し
､
家
庭
製
諒
を
二
〇
釜
未
渦
の
屋
繰
工
場
と
規
定
し
て
ゐ
る
0

支
那
慧
綿
実
の
調
整
政
策

第
三
巻

三
三
五

第
二
班

二
二
九

華中歴親機朋有限公司,飢渇謁, L2苫‡｡
華中怒船腹肪有限公司;華中讃執改革‰ 第 3窮29頁｡
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･JkJ
l･･

･･T
･
-

支
那
茸
輪
業
の
調
超
政
策

第
三
番

三
三

ハ
第

二
批

7
四
〇

家
庭
製
綿
の
原
料
繭
は
そ
の
工
場
で
滑
化
し
う
る
数
量
を
限
度
と
し
て
(前
掲
通
牒

五
お
よ
び

六
)'卒
中
荒
林
株
式
骨
杜
が
免
許
を

う
け
た
繭
行
で
未
契
約
の
も
の
ま
た
は
契
約
中
な
る
も
夫
営
業
の
も
の
に
封
し

華
中
荒
瀬
株
式
骨
敵
の
名
で
委
託
買
付
を
な
し

(同

四
)'
そ
れ
む
工
場
に
搬
出
す
る
た
め
の
搬
出
許
可
髭
の
頚
鵜
は
華
中
岩
船
株
式
脅
杜
の
名
で
特
持
機
関
か
ら
う
け

(同
四
)､
か
-
し

て
華
中
荒
瀬
聴
式
酔
社
と
の
競
慧

貝
付
を
防
山
す
る
と
1
も
に
そ
の
統
制
傘
下
に
這
入
る
べ
･1
･規
定
5･.U
れ
る
川
生
細
の
堅
固
に
関
し

て
は
I
的
摘
通
牒
は
規
定
し
て
ゐ
な
い
が
p
六
月
十
三
日

｢
荒
僻
事
栄
統
制

二
閑
ス
ル
指
導
要
餅
｣
に
従
払
.

輸
出
跡
は
馨
申
詰
材

T

〕
6.1抑
T<1-
-
｢
即
賛
ゼ
1
35
･･1q-J
.〓
JJq裁
定
が
あ
て
は-~
洗
iV
こ
･･J

.Li.･AL譜
で
･9
枚
い
"

か
-
し
て
'
華
中
蔚
粁
株
競
争
E
は
家
庭
製
瀬
を
止
む
を
得
ざ
る

存
在
と
し
て
許
容
し
つ
上
も
.
原
料
繭

･
生
林
の
流
通
を
自
己

の
掌
中
に
撞
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
資
質
上
質
繰
工
場
と
し
て
そ
の
調
整
硬
横
の
う
ち
に
組
入
れ
よ
う
と
し
た
.
然
し
原
料
繭

･
生
柵

の
流
通
機
構
が
治
安
関
係
そ
の
他
に
よ
っ
て
華
中
貰
鯨
株
式
督
社
の
手
で
振
り
得
な
い
限
-
'
家
庭
製
林
は
首
然
そ
の
統
制
圏
外
に

立
つ
こ
と
1
な
る
o
そ
し
て
､
そ
れ
が
租
界
締
厳
と
具
-
麿
般
な
郷
碇
に
存
在
す
る
た
め
'
そ
の
絶
滅
は
靭
す
べ
-
も
な
か
っ
た
o

]m

租
界

林
廠

･
家
庭
製
林
の
封
抗
性

わ
た
し
は
'
上
埜

群
小
諾
新
株
式
食
紅
の
統
制
圏
外
に
立
つ
租
界
締
庭

･
家
庭
製
綿
に
つ
い
て
述
べ
'
華
中
叢
麻
株
式
骨
杜
が
租

界
か
癌
を
敵
性
練
庭
と
し
て
そ
の
絶
滅
を
は
か
-
'
家
庭
製
妹
を
中
立
耕
厩
と
し
て
そ
の
包
容
を
策
し
た
事
を
あ
き
ら
か
に
し
た
O

か
-
の
如
-
､
租
界
淋
病
を
敵
性
締
喝

家
庭
製
鯨
を
中
立
析
臆
と
考

へ
る
JJ
と
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
｡
租
界
耕
麻
は

租
界
に
存
在
す
る
た
め
'
常
時
の
政
治
状
態
の
も
と
で
は
わ
が
国
お
よ
び
新
政
梓
の
仝
-
及
ば
な
い
彼
方
に
あ
つ
た
に
反
し
'
家
庭

製
林
は
聾
質
上
は
と
に
か
-
形
式
的
に
は
わ
が
国
お
よ
び
新
政
樺
の
力
の
及
ぶ
此
方
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
｡
か
1
る
相
異
は

1

庶
形
式
的
に
は
考
へ
う
る
で
あ
ら
う
が
'
然
し
家
庭
製
錬
が
華
中
詰
梯
株
式
食
紅
の
認
容
横
楠
の
そ
と
に
立
つ
限
-
､
賛
質
上
家
庭



酎
i
i
i
i
i

i
i
B

湖
廠

･
租
界
綿
巌
に
封
す
る
上
述
の
相
異
は
意
味
を
共
ひ
.

1
括
し
て
対
抗
綿
庵
と
考

へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
｡

奴
に
述
べ
た
如
-
.
雅
中
滞
棉
株
式
骨
社
は
諾
榎
製
退
場
の
鳩
古
的
企
業
樺
に
よ
っ
て
中
麦
に
お
け
る
讃
品
窪

･
窪
繭
数
量
を
統

制
し
､
繭
行
の
濁
占
的
企
業
樺
に
よ
っ
て
原
料
浦
の
紹
保

･
遮
断
な
ど
を
策
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
原
料
繭
統
制
こ
そ
華
中
鷲
瀬
林

式
骨
社
の
調
薬
政
策
の
根
幹
を
孝
す
も
の
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
'
租
界
鞘
脇
や
豪
産
製
林
が
華
中
荒
淋
株
式
骨
錐
経
営
頼
麻
の
釜

激
よ
り
漬
か
に
多
い
釜
教
に
要
す
る
原
料
滑
を
華
中
諾
湖
株
競
合
社
と
は
全
-
別
個
に
買
付
け
る
場
合
､
上
述
し
た
如
き
華
中
荒
顔

株
式
骨
社
の
対
抗
蹄
液
攻
撃
武
器
は
仝
-
そ
の
意
味
を
蛭
失
す
る
｡
換
言
す
れ
ば
､
支
那
慧
湖
柴
調
准
機
関
と
し
て
の
華
中
諾
林
株

式
食
紅
の
存
在
理
由
と
喪
失
せ
し
め
る
で
あ
ら
､つ
0
経
っ
て
'
租
界
耕
瀬
や
家
庭
製
綿
が
輩
中
慧
耕
株
式
食
紅
買
付
原
料
蘭
の
供
給

を
嘆
つ
こ
と
に
な
ら
な
い
隈
-
'
病
者
の
樹
立
は
つ
Ẑ
か
ざ
る
を
得
な
い
.

ヒ
縮
忙
お
け
る
輸
出
#
,輔
の
枕
鵜
離
路
は
串
鮮
較
二
つ
tt/升
烈
し
.Ai
-
そ
乃
山
号

協
和
の
鮭
械
L
rあ
っ
-J
F
滑
稽
鏡
板
や
来
購

製
椀
は
締
規

･
綿
通
事
を
通
1
)て
従
額
の
愉
出
窺
た
る
帝
三
園
輸
出
商
.
稀
に
は
わ
が
間
輸
出
商
に
販
賛
し
た
｡
そ
の
二
は
.
民
国

二
八
年

(昭
和
1
四
年
)
六
月

1
六
日
華
中
岩
船
株
式
骨
社
が
本
邦
輸
出
商
の
組
織
し
た

上
海
生
淋
輸
出
商
同
業
骨
と
協
定
し
た
輸
出

生
瀬
茸
買
取
引
規
約
に
よ
る
経
路
で
あ
っ
て
'
葦
中
荒
梯
株
式
食
紅
は
上
記
間
葉
合
食
貞
た
る
本
邦
斡
出
荷
に
限
り
生
瀬
の
瀬
引
を

行
ふ
こ
と
に
な
づ
た
o
葦
中
質
舶
株
式
骨
社
=
本
邦
生
解
輸
出
商
と
租
界
林
廠

･
豪
産
製
綿
--
第
二
面

生
練
輸
出
商
と
の
封
立
は
と

1
に
至
っ
て
あ
き
ら
か
と
な
-
'
原
料
部
面
に
お
け
る
封
立
も
こ
1
か
ら
横
庵
的
な
意
味
を
輿

へ
ら
れ
る
こ
と
･.な
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
.
両
者
の
か
1
る
封
立
は
よ
り
現
賓
的
な
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る
.
租
界
碗
廠

･
家
庭
製
瀬
-
第
三
国
生
楳
輸
出
商
の
輸

出
代
償
が
法
幣
の
債
値
維
持

の
支
柱
と
な
-
'
壊
薄
物
賓
の
購
入
基
金
と
な
-
'
華
中
冨
瀬
林
式
脅
社

-
本
邦
生
朝
輸
出
代
償
が
そ

れ
の
攻
寄
武
器
た
る
役
割
を
果
す
か
ら
で
あ
る
｡

支
那
慧
綿
半
の
調
整
政
篇

第
三
番

三
三
七

第

二
流

7
四

f



支
那
貰
林
業

の調
整
政
策

第
三
番

三
三
八

第

二
批

一四
二

E
E

結

言

わ
た
し
は
､
上
乗

｢
日
支
質
麻
美
の
調
整
｣
を

目
棟
と
す
る
支
部
荒
林
業
の
調
整
政
策
JJ
調
軽
機
構
を
解
明
の
中
心
に
蔵
iRJつ
1

そ
れ
が
碓
衆
の
横
柄
と
い
か
に
典
り
ま
た
い
か
な
る
鮎
で
戟
展
し
て
ゐ
る
か
.
さ
ら
に
か
1
る
調
尊
政
策
と
調
軽
機
構
が
支
那
と
く

忙
中
文
の
荒
林
業
に
封
し
い
か
な
る
程
度
ま
で
浸
透
し
ま
潅
い
か
な
る
低
坑
を
う
け
て
ゐ
る
か
を
あ
き
ら
か
に
し
た
C

柏
は
第
三
国
輸
出
商
･,貰
桝
的
須
木
-
梯
厩
経
営
資
本
-
の
如
き
支
配
関
係
に
あ
つ
た
の
(.･Jあ
る
が
t
ihJ郡
寄
襲
以
後
の
中
支
賢
妹

組
合

･
華
中
栗
林
株
式
食
紅
に
よ
る
調

整

政
策
と
調
整
機
構
は
ま
さ
し
く
こ
の
経
木
の
機
構
を
打
破
L
t
JIL本
資
本
と
の
合
軒
の
も

と
に

｢
民
族
資
本
｣
を
勤
点
心
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡

そ
こ
に
生
じ
た
封
杭
師
係
は
､
従
帝
の
棟
横
を
維
持
し
ょ
う
と
す
る

｢
民
族
資
本
｣
の
蒔
形
た
る
粗
鬼
瀬
廠

･
家
庭
製
麻
と
従
来

の
機
構
を
打
破
し
ょ
う
と
す
る
華
中
諾
締
株
式
骨
社
と
の
摩
擦
で
あ
る
｡
峯
中
質
締
株
式
骨
社
は
中
支
産
繭
の
油
化
能
力
を
妖
き
な

が
ら
'
原
料
繭
お
よ
び
生
鯨
の
流
通
を
そ
の
統
制
下
に
置
き
'
封
抗
要
素
を
そ
の
支
配
下
に
置
-
こ
と
を
飴
儀
な
-
さ
れ
た
の
で
あ

-
'
そ
れ
が
行
っ
た
準
過
統
制
に
は
流
通
過
樺
の
合
理
化
な
皇
息
園
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
見
る
の
が
至
昔
で
あ
ら
う
｡

i

と
こ
ろ
で
'
粍
通
統
制
に
よ
る
劃
抗
要
素
の
包
容
は
'
そ
の
性
質
上
指
安
の
確
立
と
政
治
力
の
浸
透
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
り
'

華
中
荒
赫
株
式
骨
社
は
課
題
と
保
件
と
の
碓
雛
に
苦
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

民
国
三
〇
年

(昭
利
.I
六
年
)
の
資
金
凍
結
命
お
よ
び
大
東
正
故
事
の
勃
敦
は
事
態
を

7
壁
せ
し
め
'
重
く
新
し
い
鋭
角
か
ら
支
郡

悪
林
業
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
段
階
に
達
し
.
そ
れ
と
1
も
に
支
部
語
林
業
の
調
整
目
標
も
餐
化
を
釆
し
っ
1
あ
る
.
華
中
宝
林
株
式

食
紅
は
新
し
い
将
卒
を
捺
さ
れ
て
ゐ
る
o


